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P1
理論【直流回路】13.過渡現象

HW

(H29 問7)



P2
理論【直流回路】13.過渡現象

6A

電源の供給電力量は

12×6×0.25＝18[J]

抵抗R1の消費電力量は

62×1×0.25＝9[J]



P3
理論【直流回路】13.過渡現象

HW

(H29 問7)



P4
理論【直流回路】13.過渡現象

◼ 過渡現象・・・電源のスイッチをONにしたりOFFにしたりしてから、

定常状態になるまでの電流や電圧が変化する現象

◼ 定常状態・・・回路に流れる電流や電圧が一定で変化がない状態

◼ 過渡状態・・・回路に流れる電流や電圧が時間に対して変化している

状態
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電流(𝐴)

0

時間(秒)

4

過渡状態 定常状態

SW: bSW: a

かと てい
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P5
理論【直流回路】13.過渡現象

◼ 時定数・・・定常状態の目標値の63.2％に達するまでの時間

電流(𝐴)

0
時間(秒)

4

SW: bSW: a

時定数τ

100%63.2%
63.2%

時定数τ 10Ω

SW
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P6
理論【直流回路】13.過渡現象

コイル・・・電流の変化を妨げるはたらきをもっている。(レンツの法則)

※そのはたらきの大きさを示す量をインダクタンスとよぶ。

単位はH(ヘンリー)

※1秒あたりに1A電流が変化するとき1Vの起電力を生じるものが1H

50mH SW:a 時には抵抗∞Ω

↓

次第に抵抗が0Ωとなる。(定常状態)

ツンデレ！！！

10Ω

SW

a

b



P7
理論【直流回路】13.過渡現象

50mH

電流(𝐴)

0
時間(秒)

4

SW: bSW: a

時定数τ

63.2%
63.2%

時定数τ

𝑅𝐿直列回路では時定数 τ =
L

R

この回路の場合 τ =
0.05

10
= 0.005[秒]

10Ω

SW

a

b



P8
理論【直流回路】13.過渡現象

10Ω

40V

SW

ちなみに・・・この回路



P9
理論【直流回路】13.過渡現象

コンデンサ・・・電荷を貯める性質をもつ。

※どの程度の電荷を蓄えるかを表す量を静電容量とよぶ。

単位はF(ファラッド)

※1Vを加えて1Cの電荷がたまるときの静電容量が1F

50μF SWのON時には抵抗0Ω

↓

次第に抵抗が∞Ωとなる。(定常状態)

10Ω

40V

SW



P10
理論【直流回路】13.過渡現象

𝐼(𝐴)

0
時間(秒)

4

ON

時定数τ

63.2%

𝑅𝐶直列回路では時定数 𝜏 = 𝑅𝐶

この回路の場合 𝜏 = 10 × 50 × 10−6 = 500[μsec]

50μF

10Ω

40V

SW

𝐼

+𝑞 −𝑞

コンデンサを取り外して



P11
理論【直流回路】13.過渡現象

𝐼(𝐴)

0
時間(秒)

4

ON

時定数τ = 𝑅𝐶

63.2%

10Ω

SW

𝐼

50μF

−𝑞+𝑞

コンデンサの電荷が放電によって徐々に減っていき、電流もそれに比例して下がる。



P12
理論【直流回路】13.過渡現象

◼ まとめ

・コイルは変化を妨げようとする。最初は∞Ω→0Ω

・時定数
L

R

・コンデンサは充放電が出来る。最初は0Ω→∞Ω

・時定数 RC



P13
理論【直流回路】13.過渡現象

◼ HW(H27 問10)
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